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「女というかたちのポエジ一一一序論j
一一ジョルジュ／ロール・バタイユ

阿部静子

問題となるのは死だ。世界は死である。そして女たちが

死をもたらすのだから，世界は彼女たちのものだ。彼女

たちは生ではなく，死をもたらす…これ以上に基本的な

真実はない。（ P ・ソレルス） 1) 

「私が何をしようとあなたはいつもその場にいます。いつでも私を探し当

てることが出来ます。あの『詩J にでてくる誰だったかを執劫に追い続け

る眼のようですJ ヘコレットニロール＝リュシエンヌ・ぺーニョ（通称ロ

ール）は1934年 7 月 5 日，愛人スヴ、アーリンとオーストリアに旅立つた翌

日，ジョルジュ・パタイユに宛ててこう書き送っている。その 2 日前の 7

月 3 日に 2 人は結ぼれており，この眼に呪縛されたコレットは以後， 1938

年11月の自身の死に至るまで 4 年余りの間，（パタイユとともに「無神学の

〈神曲〉の〈地獄篇〉を演じる」 (J ・ P ・ファイユ） 3）ことになるのであ
みずか

る。（バタイユのこの眼は，彼自らが出演した映画の中で，僅か数秒間現わ

れただけでスクリーン上に深い穴を穿ったのと同じ眼であるペブランコ

を漕ぐ娘に魅入られて立ち止まった神学生役のバタイユは，後続の神学生

に押されてがっくりうなだれ，その首をスクリーンの端に突き刺すように

して消えるまでのほんの一瞬，モノクロームの映像に可能性な限りの昏い

閃光を射て，見る者の裸身を剥き出しにせずにはおかなかった。）

* 

1931年コレットに最初に出会った折の事をパタイユは，〈ロールの生涯〉

と題する短文の中でこう書いている。「すでに最初の日から私は，彼女との
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聞にまったき透明性を感じた。 1 人の女性にこれほどの敬意を感じたこと

はかつて無かったj。「かつて如何なる者も彼女程，決定的に崇高に思われ
たことは無かった」。 5）ここでコレットに関して使われている『透明性』

( tiansparence），『至高／崇高な』（souverain）という語はバタイユの著作

中に頻出する“mots-cles”で、あり，バタイユのエクリチュールにおいて決

定的な重要性を担わされているが，このことは彼女がパタイユの生涯を彩

るきら星の如き女性たちの中で特権的な地位を与えられているということ

を意味しているのではなく，彼女の存在がパタイユのエクリチュールにい

わば取り込まれ，そこにおける表象となった事件を語る上で重要なのであ
る。すなわち「ロールJ という表象である。ロールと知り合ってからの 7

年間はバタイユの生涯のほぼ中間点に位置し，生涯を二分するかたちにな

っているが，その聞に起こったことは，二人によって書かれたものも含め

て，それ以後のパタイユにおいて確認し得るのみならず，それ以前の時期

に遡ってその痕跡をロールとパタイユの両方に確認することも出来るので

ある。（ガリマール版のパタイユ全集は 8 巻を刊行しでほぼ完結しており，

ロールの著作は死後すぐにノ〈タイユとレリスによって部分的に刊行され，

その後，甥のジエローム・ペーニョによって遺稿集としてほぼ完全な形で

刊行きれた。）

ロールの死の 1 年後，フランスがドイツに宣戦布告をした直後にパタイ

ユは「私がこうして筆をおろす日付（1939年 9 月 5 日）は，偶然の符合で

はないJ6l で始まる〈有罪者〉を書き出しているが，当初，その中にロール

の最期に触れた次の一節があった。

「ロールの長い間の苦悶と熱，更に私に対する怒りと憎悪に蝕ばまれた顔

は，おぞましい悲劇の男のそれだった。オイディプスの空虚な狂気を帯ぴ

た顔が私を怖気づかせたj。ここでロールはオイディプスとなったのではな
くオイディプスであったのである。つまりロールの「深手を負った惨めな
獣のような吠え声j は，幼年時，バタイユの眼前で、「盲目の父親の苦悩の

叫ぴが響き亙った闇夜」7）を蘇らせているのだ。梅毒のために失明し，四肢

が麻療して肘掛け椅子に釘付けになったままの父は，放尿する時，白眼を
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剥いて放心した様に自分にだけ見える世界を見つめていた。この父の眼は

子供のバタイユを魅了し，この眼との確執が後に精神分析による治療の一

環として書かれた処女作，〈眼球謂〉を生むことになったのでもあるが，そ

の一方で、，詩集〈大天使のように〉の中から，同じ指標をもっ次のくだり

を含むー篇が後にバタイユ自身によって削除されている。

私の狂気と恐れには

巨大な死んだ眼がついている

熱にうかされた凝視一一

この眼のうちに見えるのは

宇宙の虚無

私の眼は盲目の空だ8)

また〈有罪者〉の中の，先に引用した文を含むロール関係の断片も全て，

パタイユによって削除きれている。逆転する動きを苧んだ眼球のかたち，

頭頂部に開ける眼球の妄想，さらには眼球から遁り流れる涙等々のコノテ

ーション一一バタイユの著作活動の前半期だけでも移しい表現を生んで、い

る眼，それがどのようなベクトルを持つものであるかをこれらの文章が示

しているのだが，それ等は次々と破棄されているのだ。そしてパタイユ自

身は自らの運命から逃れ去る。「私は父から逃げた。 25年前のドイツ侵攻の

際に彼を運命の手に委ねて私は母と逃げた。（…）そして私はロールから逃

げた」ヘメールシュトレームから一一ヴァギナから一一樽（＝フアルス）

につかまって脱出するように…10）。それは一時は，死へと傾斜して行くロー
フーガ

ル本人を巻添えにしてまで繰り広げられた「悲痛な大遁走曲J 11）だった。父

親の呪縛から逃れカトリシズムに入信したノ〈タイユは，その後すぐに，究

極の逃げ場が淫売屋であることを悟るようになる。（「娼婦たちが僕にとっ

て死体のそれに似た魅力を持っているのだということが僕にはわかっ

た」 1へ）そして他ならぬこの逃れ続ける動きがパタイユのエクリチュール

を生むことになるのであり、淫売屋でパタイユは欲動が死そのものである

ようなエクリチュールを獲得したと言えるのだ。逆に言えば，死の欲動を
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すペ

書きつけることによって死への恐れを逃れる術を手に入れたのである。従
って，淫売屋での愉悦に充ちた苦行は，ロールが傍らにいようが，あるい

は死の床にあろうが途絶えることは無いのだ。

* 

一方，ロールの遺稿集の最初には〈ある少女の物語〉と題きれた自伝的

小品が収められており，それは「子供の眼は闇夜を刺し貫く」という一文
で始まっている。「私は生ではなく，死に棲んでいた。覚えている限り，幾

多の死体が私の眼の前にすっくとたちはだかっていた。（…）やがて草地も

舗道も，足元の地面はなくなり，私は宙吊りになって天と地の狭間に，天

井と床の間に漂っていた。苦痛に逆転した私の眼は筋ばった凸部 (lobe）を

世界に向けて晒していた」。「私は揺龍の代わりに棺に眠り，産着の代わり

に屍衣を着ていた」川一一生きながら死んでいるオイディプスの逆転した

眼，“lobe”（葉部／凸部）であると同時に“globe”（眼球，地球）でもある

ものがロールの手によって匙えっている一一これは「符合」だろうか？ そ

う，だが書かれることによってのみ可能な符合である。ロールはノ〈タイユ

に書き送っている。「ジョルジュ・パタイユ，私たちは『符合J から『符合』

へと向かつて進んでいるように思えます」 14）。

やはり〈少女の物語〉の中に次のような一節がある。「私は長いこと街中

をあちこち隈なく初偉い歩いた。私はこの街をよく知っている。これは街

ではない。蛸（pieuvre）なのだ。あらゆる道は平行した道も斜めの道も全
て，液状の膨れ上がった中心部へと集まっていく」 1へ「液状の中心部」一

一子宮。白眼を剥いて放尿するバタイコの父親が見ていたのはこの子宮の

内部だったことをロールの「子供の眼」は告げている。そしてロールのさ

まよった「街J ＝「蛸」はロールの死の 3 年後に書かれたバタイユの〈マダ、

ム・エドワルダ〉の中で女陰となる。
I！ろ みつ

一一エドワルダの「櫨楼」は 僕を凝視めていた

そいつは桃色の蛸だった やわらかい毛に被われた
みなぎ

生気を撮らせた いまわしいやつ
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僕はやっとの思いでつぶやいた

「なんでそんなことをするんだい？」

彼女は こたえて言う 「ほら…私は神なのよ J

「気が変になりそうだJ

「駄目／ 見なくちゃ…みてより 16)

「人聞のあらゆる欲動と幻想が潜入するあの場所，性器」（アンリ・マツ

ケローニ）は女性の肉体を示すに留まらず， ミシェル・ビュトールの言う

ように「身体の言語活動のテーマとなる」 1九そしてパタイユとロールのエ

クリチュールは正しくこのテーマにおいて呼応関係を見いだすことが出来

るのである。エドワルダは娼楼を出た後，語り手と一諸にタクシーに乗り

込み「レ・アールにやるように言って」と命じる。目的地に着くと、運転

手も含めて 3 人で倒錯に耽けるのだが， 18）ロールがノ〈タイュに宛てた手紙

にも「私は今日もまた牝犬と同じ一一運ちゃん，どこへでもやってちょう

だい。『火葬場でも，ゴミ捨て場でも，淫売屋でも，屠殺場でも.］jl9）という

表現があり、二人のエクリチュールにおいて屠殺場の死と淫売屋のエロテ

ィシズムが重なり合っている。

（この淫売屋の 裸身を眺める眼には

屠殺場のナイフが見えていた刷）

* 

「わたしは全存在の包括的運動を巻き込む痘筆を見渡すことができる。こ

の痘筆は死後の消滅から官能の狂乱にいたる幅をもっている。（…）激しい

快楽や恐怖や死の世界が見渡きれ，それがはかならぬ詩の展望とかきなっ

ている J。（バタイユ） 21) 

「創造の行為が生起する，まきにその瞬間，その行為を内側からながめる

ことができる，そんな矛盾をはらむ流動的空間を，ぼくはいつも夢みてき

た。そこには時間も存在しないにちがいないj。（ソレルス） 22) 

パタイユの〈不可能なもの〉（当初の題名は〈詩への憎しみ〉）の中の上

の一文は，ソレルスの〈例外の理論〉中の一章のエピグラフとして，同じ
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本の序文にあるソレルス自身の上の文章に対する答えのようにして置かれ

ている。 10代で既に，逆説的哲学を打ち立てることを自らの使命と考えた

というノ〈タイユは，〈詩への憎しみ〉というタイトルに象徴される逆説的詩

学によってこの矛盾を実現しようとしたと言ってよいだろう。そしてロー
ルが次のように言うとき，このようなバタイユの逆説を生きょうとしてい

るようにも思われる。「あなたがこの世で最も忌み嫌っているものよりもも

っと忌まわしいものであるすべを知ること，自分をもっと忌まわしいもの

にするすべを知るべきであるように思われます」2へここでロールの言わん

とすることはパタイユのいわゆる否定性（negativite）に通じるものである

と考えてよいだろうが，それは例えば，「父権的サンボリックをはねのけて

噴出しようとする動きを苧んだ抑圧きれたセミオティック（＝女）」刊とい

った図式に捉えられるようなものではなく，「悪をその根源に至るまで追求

し，傷口に真正面から向い合い，それを直視すること一一それを暴くこと J

（ロール）が目的なのであり，この傷口こそがノ〈タイユが「ふたつの存在

がそれを通して互いを認め合う割れ目」というもの，いわゆる「交感」の

概念の表象である。

「詩的作品は，核心に触れる事件の創造である点において，『裸体』とし

て感じられる『交感j であるという点において聖なるものである一一それ

は自らを犯すことであり，剥き出しにすることであり，生きる理由を他者

に伝えることである」問。これらのロールの表現はあたかもロールにおいて

バタイユが語っているかのようであるが，実際には相互侵蝕ともいうべき

ものであり，二人の関わり方は「事物の限界を超えることを渇望する一つ

の愛がとったかたち」 26) （パタイユ）なのだ。二人で台本を書き，二人で演

じた「聖なるもの」は，無頭怪人をシンボルとする秘密結社のような性格

を持つアセフアル共同体と不可分のものである。そしてその原点を辿って

いくといずれも父親の記憶に行き着くのだ。ロールは「『聖なるもの』につ

いての私の概念を完壁に要約していると思われる思い出」として， 11才の

時，死を覚悟して前線へ向かう父の顔に，あらかじめ合意の上の供犠の犠

牲者の顔を見たことを思い出している 2九ノ〈タイユが父親を遺棄すると同
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時にカトリックに入信したのと反対に，ロールは敬愛する父の死によって

厳格なカトリックの家庭を捨てるが，やはり最後は放蕩へと向かっている。

捻れた形で重なり合う二人の幼少期一ーその後の人生の苦悩の母体が全て

詰まっているこの時期を，書く行為によって抹消すること，つまりエクリ

チュールによる自身の生涯の「アセファルJ が二人の暗黙の目的だったと

言えよう。アセファル共同体はロールの提案によるものだといわれている。

それには次の詩句に見られるょっな斬首の妄想が動機を与えているかのよ

うだ。「明日の朝夜明けとともに ギロチン台の龍のなかに おまえの首

は投げ込まれるだろう」「時は畑で首を刈る（…）髭面に誕を垂らした老人

どころか 時は精気溢れる男 時が首をはねてまわる j28)

大天使でも 売春婦でも

お望み通り

あらゆる役柄が

* 

私には 用意されている（ロール） 29) 

「大天使でも 売春婦でも J (Archange ou putain）一一。ノ〈タイユの詩

集，〈大天使のように） (L ’archangelique） はロールの死の直後に刊行きれ

ており，又，ほぼ同じ時期に書かれた〈マダム・エドワルダ〉は“Pierre

Angelique”の偽名で出版きれている。天使と「石」一一すなわちドン・ジ

ュアンの石像，あるいは墓石。
みなぎ

彼女は ただのやみ完壁な一一一苦悩を撮らせた墓穴（…）

呪縛が解け僕はひとりになった 目の前には 彼女一一閣の石川

“P-ierre”／“P一色re”／“P hall us”／“P-eignot”。ロールは信仰を捨てると

き，母親に「お前が石みたいな心を持っているのが分かる」と言われ「も

っと冷たい，大理石だわj と答えたという 31 ）。

ロールの死の直後，「アセファノレ」誌は最終号にパタイユの〈死を前にし

た歓喜の実践〉のみを掲載して廃刊されている。ロールの死に直面したバ

タイユはそれを歓喜に変えるエクリチュールを実践しようとする。「死は
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『ロール』という名をとった」一一この死はバタイユの内なる死となり（「わ

たしの心臓が，そのベッド（死の床）に横たわっているロールであった） 32), 

いわばパタイユを媒体とするアセファルがおこなわれたものの如く，奔流

の様な創作活動を生みだす契機となった。かつてロールを脅えさせたエト

ナ山の溶岩流が噴き出す恐ろしい光景そのままに，過剰な死のもたらす創

作活動の噴火は，すなわち少年期の抹消と対応しているのであり，この斬

首の行為，すなわち去勢によって， D· オリエがいみじくも言ったように制

ブアルスを持つものはフアルスになったのである。バタイユ神（ロールの

言葉）である。ロールの死後書かれた物語的作品群のうち，｛C神父｝ (L’ 

Abbe C）はタイトルをロールの名から 2 文字とっており（L-aure, Cｭ

olette），この作品の最初のタイトルでもある女主人公の名は“E-ponine”

で，エロティシズムの“E”と石の“P”を含んでいる。エロティシズムと死は

〈マタホム・エドワル夕、〉においては“M-adame E dwarda”（“m-ort”と“6

-roticisme”）であり，〈死者〉においては“E-dward”（主入公である死者＝

“ le mort，，の名）と“M arie”（“eroticisme”の象徴）というようにキアスム

の関係になっていて，いずれも欲動と死の物語であることをこれらの語が

明かしている。バタイユ自身も（C神父〉の中でアナグラムを使っている

が（“cure”＝神父→“ercu吋4l-"eroticisme”）これも同じ指標を持ったも

のと言えるだろう。そして物語的作品の最後のもの，〈わが母〉は“Ma m一

色re”／（“Ma m-ort”）で死の欲動の物語はその全てを語り終えることにな

る。〈わが母〉の主人公の名も？・ierre”であり、この死が“p-etite m-ort”に

他ならないことを暗示している。

je suis le mort/l'aveugle/ (…) わたしは死者／盲いた者（…）

je suis le p色re/et le tombeau/du ciel わたしは父にして／

虚空の墓石

Au-dela de ma mort/un jour/ 我が死の彼方／いつの日か／

la terre tourne dans le ciel (…) 虚空に大地は回る（…）

le neant n' est que moi m~me/ 虚無は他ならぬわたし／宇宙は

l'univers n’est que ma tombe/ 他ならぬわたしの墓穴／
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le soleil n’est que la mort35> 太陽は他ならぬ死

* 

わたしは，娼婦がドレスを脱ぐように思考する。思考は，

その運動の極点においては破廉恥であり，猿襲そのもので

ある。（パタイユ） 36) 

哲学の使命はある種の裸体を暴くことに関わる限りにお

いてまさに慎みの無きにあるのだ。（ジャック・デリ夕、） 37) 

ょくできた〈死者の書〉は必ず，生と死を隔てる膜の状態に関わってお

り，それは全てエロティシズムに関わっているという 38）。死の欲動を取りあ

えず「女j と名付ければ，パタイユのエクリチュールは「女j のかたちを

とったエクリチュールと言つことになるだろっし，逆にバタイユのエクリ

チュールからこの「女」をとったら何も残らないと言うことも出来るかも

しれない。パタイユの詩作品が詩的散文に比べて魅力に乏しいように思わ

れる要因もこの辺りにあるのではないだろうか。パタイユの出会ったこの

「女」ニポエジーはベルナール・ノエルの言うように，ニーチェの場合同様，

美しいものでは些かもない必然としてのポエジーだったのである 39）。〈分裂

増殖〉と題された短編はニーチェの〈善悪の彼岸〉の書き出し，「もし，真

実が女だとしたらj に倣って「もし，知性が女ならば」と書き出されてい

る。「バタイユの詩的作品を理解するにはバタイユという存在の肉体のレベ

ルに起こっていることを見きわめる必要がある」のであり，詩が世界を語

るのではなく，「世界を詩化すること」叫が問題なのだ。エドガー・モヌロ

の予言通りにパタイユが，ニーチェが生きているうちに得たいと望んだ成

功を，生きているうちに手に出来たかは疑問であるが41）。哲学の側からはそ

の言説の矛盾を糾弾され（サルトルとの議論），シュルレアリストからはそ

のスカトロジーを排斥されたパタイユの消耗は，上のエピグラフに挙げた

デリダの言葉に集約きれるような，すなわち言説が述べられる内容に隷属

しない，言説の主体性が認められるようになる時を待たなければならなか
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ったのだろうか。だが今日でも例えば，「自然のピュシスからはみ出しカオ

スの中に投げ込まれた人間は，パタイユ以後，そこに文化の秩序を打ち立
てなければならない」42）というような論理が見られるとき，それがまさしく

パタイユのエクリチュールの外にあるものであることを言明しなければい

けないだろう。
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